
 

  入試相談会のご案内（１月－３月） 

 受験生や保護者を対象に入試相談会を実施
します。ホームページまたは電話で（本人か
保護者が）直接お申し込み下さい。開催日に
ついては右の日程で予定しております。 

  活躍紹介（１０月） 

  国際交流（10月－11月） 
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 ２週間韓国に留学しました。緊張も不安もあり

ましたがとても楽しみでした。実際に行ってみる

と、日本とは違うところが多く驚きの連続でし

た。特に坪村経営高校の自由と、食事のマナーの

違いに戸惑いましたが学校の友達や家族が優しく

教えてくれました。変わった授業も多くて、バリ

スタになるためのコーヒーの淹れ方や、西洋式

テーブルセッティング、語学、プログラミングな

ど多くの体験をして勉強になりました。短い間で

したが沢山のことを学ぶことができました。機会

があれば来年も参加したいと思います。                 

 １２１名での４泊５日
の旅はとても濃く一生忘
れられない思い出がたく
さんできました。「古都」
京都や奈良で日本の
歴史に触れ、法話では
「人としてあるべき姿」を
学びました。自主研修
では海外の観光客の
方と交流するなど初めて 

出会った人や、職業、場
所にたくさんの刺激を受
けました。先生方や家族
への感謝を忘れず、この
経験を今後の活動に
活かしていきたいです。 

 海外は日本が初めてで、そして秋田が最初の訪
問地となります。とても緊張していましたが、日
本の友達、ホームスティ先の家族、先生方がみん
な親切にしてくれてとても嬉しかったです。充実
した時間を過ごすことができました。秋田に来て
本当に良かったです。 

（坪村経営高校１年イ・ゴウン） 

10/13～27に本校から坪村経営高校へ、11/10～24に坪村経営高校から本校へ交換留学を実施しました。 

ピョンチョン 

第５１回秋田県高等学校総合美術展 ● 書 道 
2018.10.28（日）－11.1（木） 会場：アトリオン 2F 

 １０月に行われた展覧会において三浦瑚々奈さん（泉中）が応募２８５名の中から「特賞」
に選ばれ、来年７月に佐賀県唐津市で行われる全国高等学校総合文化祭（書道部門）へ
の出品が決まりました。 

題名：王維詩「鹿 柴」 
※見事「特賞」に選ばれた作品です。 

（坪村経営高校１年イ・ゴウン） 

※坪村経営高校へ留学した 
佐藤いづみさん（左・桜中）と 
石岡沙良さん（右・八竜中） 

 みなさんが韓国語で自己紹介や挨拶をしてくれ
て嬉しかったです。先生方の授業も丁寧で分かり
やすく、そして和洋高校の生徒はみんな優しく親
切でした。また必ず秋田へ来たいです。 

 修学旅行（1１月）  

バリスタの授業 （坪村経営高校１年ソ・アジョン） 

 １１月４日から８日の５日間、関西へ修学旅行
に行ってきました。事前学習で勉強した世界遺産
に数多く触れることができ、また秋田とは違った
景色に皆感動した様子でした。道中の長い移動で
も一緒に行動したことで仲間同士の絆も改めて深

めることができた素晴らしい旅でした。 

 世界遺産！金閣寺！！ 薬師寺にて、有り難い 
お話をして頂きました 

平等院、美しい景観でした 

 渡月橋にて 楽しみにしていたUSJ！！ 大阪のランドマーク
「グリコの看板」 

～ 入試・相談会日程 ～ 
1月  8日（火）推薦入試 

1月12日（土）入試相談会③ 

2月  2日（土）一期入試 

3月  9日（土）入試相談会④ 

3月17日（日）二期入試 

 私たちは今年創立９０周年を迎えました。             
生徒会スローガン「今昔之栞 ～９０ページめの栞の先を～」を掲げ、本
校の長い歴史に新しい風を吹かせようと努めてきました。学校行事で

は、この記念すべき年をふさわしいものにす
るため、例年とは一味違う企画、運営をして
きました。特に、和高祭では『夢への挑戦』
というテーマで初めての講演会を開催。北都
銀行女子バドミントン部の佐々木翔監督の講
話や岡選手、島倉選手の実演から「努力し続
ける事の大切さ」を学びました。また、同年

代の選手の世界で戦う姿勢やスピードを目の当たりにして刺激を受けま
した。 

当時の校舎 

 
西洋テーブル 
セッティング 

創立１０周年記念式典の様子 

※和洋高校へ留学した 
イ・ゴウンさん（左）と
ソ・アジョンさん（右） 

※きりたんぽ作りに挑戦 

※書道部活動風景 

「特賞」受賞!! 

生徒会長 佐々木 千陽（外旭川中） 

 今年度の１年生から制服も新しいものとなり、
2年後には新校舎が完成予定となっています。今
の校舎には思い出がたくさん詰まっており、新し
く変わりゆくことにどこか寂しさを感じます。  
しかし、全校生徒が心を一つにして、これまでの
９０年という長い歴史に恥じぬよう、先輩方が受け継いできた伝統を繋
いでいくために、未来へ向けて新たな一歩を踏み出していきます。            

洋裁実習風景 


